
ＴＭ３－２原委－１－３（改１） 

 

 

 

北海道電力株式会社泊発電所原子炉設置

変更許可申請書(３号原子炉の増設)の 

一部補正の概要について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１５年５月 

 

 

 



１ 

１．はじめに 

平成１２年１１月１５日付けで申請（平成１４年７月３１日付けで一部補

正）のあった北海道電力株式会社泊発電所の原子炉設置変更許可申請書（３

号原子炉の増設）について、平成１５年４月２４日付けで本文及び添付書類

の一部補正があった。 

 

２．補正内容 

主な補正内容は、次のとおりである。 

(1) 工事計画の変更（本文） 

  最新の計画に基づき、着工、運開等の主要工程を変更した。 

(2) 建設工事費、資金調達の実績及び計画等の変更（添付書類三） 

  最新の計画に基づき、建設工事費、資金調達の実績及び計画等を変更し 

た。 

(3) 原子力関係組織図及び有資格者数の変更（添付書類五） 

  最新の原子力関係組織図（２００３年４月１日現在）に変更した。また、 

 最新のデータ（２００３年４月１日現在）に基づき、電気主任技術者（第 

 １種）等の有資格者数を変更した。 

(4) 記載の適正化等（添付書類八、九） 

ペレットの焼結方法に関する記載を適正化した。また、平常時の線量評 

価に使用する物理的半減期を最新のデータに変更した。 

 

  主な補正内容の補正前後比較を別紙に示す。 



２ 

１．本 文 

1.1 工事計画の変更 

 変更概要：最新の計画に基づき、工事計画を変更した。 

 

補 

正 

前 

 

補 

正 

後 

 
着  工（平成１５年 ４月→平成１５年１１月） 

燃料装荷（平成２０年 ３月→平成２１年 ２月） 

臨  界（平成２０年 ４月→平成２１年 ３月） 

運  開（平成２０年１２月→平成２１年１２月）

別紙
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２．添付書類三 

2.1 工事に要する資金の額の変更 

 変更概要：最新の計画に基づき、建設工事費、年度別支出計画等を変更し 

た。 

 

補 正 前 補 正 後 

  

 



４ 

 

2.2 資金調達の実績及び計画の変更 

 変更概要：最新のデータに基づき、資金調達の実績及び計画を変更した。 

 

補 

正 

前 

 

補 

正 

後 
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３．添付書類五 

3.1 原子力関係組織図の変更 

 変更概要：最新の原子力関係組織図に変更した。 

 

補 正 前 補 正 後 

  

 



６ 

 

3.2 原子炉、放射線、電気及びボイラー・タービン関係有資格者数の変更 

 変更概要：最新のデータに基づき、放射線、電気及びボイラー・タービン関係

有資格者数を変更した。 

 

補 正 前 補 正 後 

１．技術者の現状 

 (5) 原子炉，放射線，電気及びボイ

ラー・タービン関係有資格者数 

 
２００２年４月１日現在における

原子力関係在籍技術者中，原子炉主

任技術者の有資格者が２５名，放射

線取扱主任者（第１種）の有資格者

が３０名，電気主任技術者（第１種）
の有資格者が１４名，ボイラー・ター

ビン主任技術者（第１種）の有資格

者が４１名及び運転責任者として経

済産業大臣が定める基準に適合した

者が１９名であるが，今後とも各種
資格取得を奨励し，必要な技術者数

を確保していく。 

 

１．技術者の現状 

 (5) 原子炉，放射線，電気及びボイ

ラー・タービン関係有資格者数 

 
２００３年４月１日現在における

原子力関係在籍技術者中，原子炉主

任技術者の有資格者が２５名，放射

線取扱主任者（第１種）の有資格者

が３１名，電気主任技術者（第１種）
の有資格者が１３名，ボイラー・ター

ビン主任技術者（第１種）の有資格

者が４６名及び運転責任者として経

済産業大臣が定める基準に適合した

者が１９名であるが，今後とも各種
資格取得を奨励し，必要な技術者数

を確保していく。 

 

 



７ 

４．添付書類八 

4.1 ペレットの製造方法に関する記載の明確化 

 変更概要：ペレットの製造方法に関する記載を明確にした。 

 

補 正 前 補 正 後 

3. 原子炉及び原子炉停止系 

3.1 燃料 

3.1.5 機械設計 

 (2) 照射効果 
 

ペレットは，約９５％理論密度に

なるように焼結するとともに，照射

中の焼きしまりを小さくするような

製造方法を採用する。 
 

3. 原子炉及び原子炉停止系 

3.1 燃料 

3.1.5 機械設計 

 (2) 照射効果 
 

ペレットの焼結に当たっては，約

９５％理論密度にするとともに，照

射中の焼きしまりを小さくするよう

な方法を採用する。 
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５．添付書類九 

5.1 液体廃棄物中の放射性物質による実効線量の計算に使用する核種ｉの物

理的半減期の変更 

 変更概要：液体廃棄物中の放射性物質による実効線量の計算に使用する核

種ｉの物理的半減期を、最新のデータに変更した。 

 

補 正 前 補 正 後 

5. 平常運転時における発電所周辺の

一般公衆の受ける線量評価 

5.1 実効線量の計算 

5.1.2 液体廃棄物中の放射性物質に
よる実効線量 

5.1.2.3 計算条件 

 

Ｔｒｉ：ＩＣＲＰ Publication 2
(1)  

による。 
 

5. 平常運転時における発電所周辺の

一般公衆の受ける線量評価 

5.1 実効線量の計算 

5.1.2 液体廃棄物中の放射性物質に
よる実効線量 

5.1.2.3 計算条件 

 

Ｔｒｉ：ＩＣＲＰ Publication 72
(1)  

による。 
 

 

 


